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なく地下にもある。大聖堂の地下にはウィーン1000年の歴史を物語るおびただしい数の頭蓋骨

が並んでいる。不気味なのはこれだけではない。これらとは別にハプスブルク歴代皇帝の内蔵の

入った壷が並んでいる。心臓だけは、別の場所アウグステイナー教会に納められているそうだ。

では、内臓の抜き取られた遺体はというと、これまた別の場所にある。同じくリンクの中にカ

プティーナ教会という何の変てつもなさそうな教会がある｡注目すべきはこの教会の地下であり、

そこには皇帝やその一族の遺体が安置されている。階段を下りると薄暗い納骨所には、恐ろしく

重たく冷たそうな鋳金の棺がずらり。異様といえばあまりに異様な光景。棺には王冠を載せた頭
蓋骨の装飾や数々の豪華な細工が施されている。ハプスブルクー族139体の棺のうち、12が皇帝

のもの、16が皇后のものだそうだが、やはり女帝マリア・テレジアのが一番立派に見えた。

遺体を3カ所に分けて葬るハプスプルク家の不思議な慣習。どのような宗教観からなのか異教

徒の筆者にはわからない。お墓参りには、3カ所まわるのであろうか。

ウイーンー番の観光地といえば世界文化遺産にも指定されているシェーンブルン宮殿ではなか

ろうか。ライバル、ブルボン家のベルサイユ宮殿に対抗するようにして作られたハプスブルク家
の夏の宮殿である。現在の様な豪華な宮殿に改築されたのは18世紀、マリア・テレジアの時であ
る。宮殿は少し濃いめのクリーム色で、テレジア・イエローと呼ばれているそうだ。
この宮殿で公開されているのは40室だが、なんと実際は1400の部屋があるという。数多い部
屋の中でも有名なのは「大広間｣。ウィーン会議（1814-1815）の開催中、議事はいっこうに進ま
ず､舞踏会に明け暮れ、“会議は踊る”といわれたその舞台がここだ。「鏡の間」は、6歳の天才少
年ヴォルフガングが宮廷デビューし、マリア・テレジアの前でピアノの演奏した所。ピカビカの
床ですべって転んだモーツァルトが、彼に手をさしのべたマリー・アントワネットに対し、いき
なり結婚を申し込んだ話は有名である。

ところで､ウィーンと名のつく食品といえば､ウィンナー・ソーセージとウインナー･コーヒー
が連想されるであろう。しかしどちらの言葉もウィーンでは通じない。
ソーセージはドイツ語でブルスト(Wurst)と言うが､これだけでは数多いソーセージの中から、
例の赤っぽくて細長いやつを指定することはできない。ウィーンでは、フランクフルターブルス
ト(Frankfurterwurst)すなわちフランクフルト・ソーセージと呼ぶ。ちなみにドイツ・フランク
フルトではウインナーブルスト(Wienerwurst)で通じる。
このややこしい地名の置き換わりは、もともとウィーンに住んでいた某さんが、フランクフル
トに移住してソーセージ屋を開業し、細身の長いソーセージを売り出した。それがウィーン人の
作ったソーセージとして評判になり、ウィンナーブルストと呼ばれ始めたらしい。しかもこれが
故郷ウィーンにはフランクフルトでできたソーセージとして伝わってフランクフルターブルスト
になったらしい。

ウィーンのカフエハウスにはコーヒーがざっと十数種ある。これは豆の種類よりもむしろコー
ヒーに入れるミルクの分量の違いによって名前がかわる。ヴイーナー・カフェとドイツ語らしく
言っても通じない。そんな名前のコーヒーなんてないのだ。メランジェ、カプチーナー、アイン
シユペンナ一・・・・・生クリームの入っているコーヒーのなんと多いこと。アイスコーヒーに
も、生クリームがのつかっている。

やはりウィーンは音楽の都である。モーツァルト、ベートーベン、シューベルト、シュトラウ
ス、ハイドン、ブラームス・・・・・市内には音楽家の記念館や史跡そして彫像が至る所にある。
クラシック音楽に疎い筆者は、ウィーンの紹介でありながら、音楽家の話に触れるどころか、こ
れら各人の代表曲を口ずさむことすらできない。クラシックファンには、ぜひウィーンを訪れる
ことをお勧めするしかない。今年は、ヨハン・シュトラウスの没後100年にあたり、多くのイベ
ントが催されたと聞く。「美しき青（碧？）きドナウ」のタイトルからドナウ川とウィーンを連想
すると、茶色く濁ったドナウには失望するかもしれない。しかし、ウィーンの森やドナウを含む
ウィーンの景観は美しいだけでなく、どことなく鶏りもあり、余韻が残る。ぜひ再訪したい所で
ある。
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◇機器分析センター運営委員会委員名簿（平成11年4月～13年3月）
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(機器分析センター助教授）

立二

徹
志
機
司
道
正

隆
清
忠
直

◇機器分析センター運営委員会規程

(趣旨）第1条この規程は、岡山大学機器分析センター規程（平成9年岡山大学規程第8号）第8条

第2項の規定に基づき、岡山大学機器分析センター運営委員会（以下「運営委員会」という｡）
の組織及び運営に関し、必要な事項を定めるものとする。

(審議事項）第2条運営委員会は、岡山大学機器分析センター（以下「センター」という｡）の円滑な運

営を図るため、岡山大学機器分析センター長（以下「センター長」という｡）の諮問に応じ、セ

ンターの運営上必要な具体的事項を審議する。

(組織）第3条運営委員会は、次の各号に掲げる者で組織する。

一センター長

二理学部、医学部、歯学部、薬学部、工学部、環境理工学部、農学部及び自然科学研究科
ごとに推薦された教授又は助教授1人

三センターの助教授

四その他センター長が必要と認めた者

2前項第2号の委員の任期は、2年とし、欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の
残任期間とする。

(委員長）第4条運営委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。

2委員長は、運営委員会を招集し、その議長となる。

3委員長に事故あるときは、委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代理する。

(議事）第5条運営委員会は､委員の過半数が出席しなければ会議を開き､議決することができない。

2運営委員会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の
決するところによる。

(委員以外の者の出席）第6条委員長が必要と認めるときは､委員以外の者の出席を求め､その意見を聞
くことができる。

(庶務）第7条運営委員会の庶務は、庶務部自然科学研究科事務室において処理する。

(雑則）第8条この規程に定めるもののほか､運営委員会に関し必要な事項は､センター長が別に定
める。

附則この規程は、平成9年4月1日から施行する。
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機器分析センターの主な動き（1999年1月～9月）◇◆◇◇◆◇

1999年 平成10年度第3回機器分析センター運営委員会

議題1．平成12年度概算要求について

2．平成11年度一般設備費の要求について

3．機器分析センター長の選出について

4．運営委員会委員の選出について

機器分析センター建物新営に伴う設備要求調査

第1回機器分析センター講演会：瀬戸治男教授（東京大分生研）

演題「NMRの新技術の開発と天然物構造解析への応用」

平成10年度第1回機器分析センター管理委員会

議題1．平成12年度概算要求について

2．機器分析センター長の選出について

平成10年度第8回機器分析センター職員会議

平成10年度第9回機器分析センター職員会議

｢機器分析センターNEWS」第3号発行

平成11年度第1回機器分析センター職員会議

平成11年度第2回機器分析センター職員会議

平成11年度第3回機器分析センター職員会議

平成11年度第1回機器分析センター運営委員会

議題1．平成10年度事業報告について

2．平成11年度予算配分方針について

3．平成11年度事業計画について

4．建物新営に伴う設備費等の要求について

平成11年度第4回機器分析センター職員会議

第3回国立大学機器・分析センター会議（筑波大学大学会館）

平成11年度第5回機器分析センター職員会議

｢機器分析センターNEWS」第4号発行
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1月27日

日
日
日
日
日
日
日

９
３
１
３
８
５
３

２
２
３
２
２
２
１

月
月
月
月
月
月
月

１
３
３
４
５
６
７

7月30日

9月17日

9月24日
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◇◆◇職員名簿◇◆◇

センター長

助教授

助手

助手

助手

技官

中島利勝

花谷正

小坂恵

仁戸田照彦

西岡弘美

小林元成
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内
内
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内

nakajima@mech・okayama-u.ac.jp

hanaya@cc・okayama-u・ac.jp

kosakamg@biotech.okayama-u.ac.jp

nitoda@cc.okayama-u.ac.jp

koi@pheasant・pharm・okayama-u.ac.jp

kobayashi@science・okayama-u・ac.jp
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ちょっとした思いつきで始めた、他大学の機器分析センターの紹介も今回で3回目。

3回続けば、もうりっぱな連載とよべるでしょう。今回は山口大学の機器分析センターを紹介させ

て頂きました。同センターの増山博行センター長、永尾隆志先生には、センター紹介の執筆に御協

力頂きました。大変ありがとうございました。

山口大学の機器分析センターには昨年3月に伺い、いろいろ見学させて頂きました。

あのとき核磁気共鳴測定室は、超伝導NMRを要求中ということで、空けてあったのを覚えていま

す。しかし今やそこには500MHzと400MHzの2機のNMR装置が設置され、センターもますます

充実されたことでしょう。現在、われわれのセンターも超伝導NMRを要求中であり、核磁気共鳴

測定室（建設中）を空けて待っています。早くこの部屋が要求装置で埋まることを願って止みませ
ん。(T､H､）

機器分析センターでは、機器の予約システムとともに機器分析の情報交換の場を提供するネット
ワークシステムの構築をめざしています。これらのシステムはワークステーション上に構築され、
運営されることになるのですが、ワークステーションに関する知識も経験もないに等しいため、道
のりは長そうです。すでに一部の先生方に助けていただいておりますが、今後も皆様のお力添えを
いただけますようお願い致します。(T.N､）

秋も深まる今日この頃ですが、機器分析センターが発足して3年目に、初めて編集後記に寄稿し
ます。技官の小林です。何かとご迷惑をかけるかと思いますが、よろしくお願いします。(Mo.K､）

先日、デジカメを買い替えました。前のとは違って、コンパクトだし、データのやり取りが簡単
だし、ということで、あちこち行った時に、ホームページ用に色々 撮ってます。しかし、保存用の
写真と違って、人物ではなく風景などを撮ることが多いのですが、あんなコンパクトなカメラで、
風景とか建物なんかを撮るのは、ちょっと恥ずかしいですね。もっとこう一眼レフみたいなすごい
カメラでないと・・・。まあでも、何はともあれ当分このおもちゃで遊べそうです。(H､N.)

機器分析センターが入るコラボレーション・センターの建設が順調に進んでいます。今まで形が
見えなかった分、着々 と現実に出来上がっていくのを見ると、身の引き締まる思いがします。これ
から来春の業務開始に向けて、大忙しの日々 が始まろうとしています。

今年は春先から天候が不順で、秋口まで汗ばむ日が続きました。短期の留学生に日本の季節につ
いて説明しますが、『日本は暑くて、雨が多い｡』と思っているようです。これではまるで『熱帯雨
林』ですね。彼女もあと一ヶ月と少し、なんとか日本で一番美しい季節を見て帰ってもらいたいと
祈る毎日です。銀杏並木と楓達、がんばって!(Me.K.)




